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中
川
日
医
連
委
員
長
挨
拶

執
行
委
員
会
は
、
釜
萢
敏
常
任
執

行
委
員
の
司
会
で
開
会
し
、
は
じ
め

に
中
川
俊
男
委
員
長
が
以
下
の
よ
う

に
挨
拶
し
た
。

「
は
じ
め
に
、
永
年
、
日
本
医
師

連
盟
の
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

福
岡
県
医
師
連
盟
委
員
長
の
松
田
峻

一
良
先
生
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
去

る
一
月
七
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。
お

悔
や
み
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

新
た
な
変
異
株
『
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
』

に
よ
る
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
。
国

民
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
通
常
と
は

異
な
る
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

政
府
は
こ
の
対
応
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
、
緊
急
事
態
宣
言
に
準
じ
た
措
置

が
可
能
と
な
る
『
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
』
を
三
十
四
都
道
府
県
（
一

月
二
十
五
日
時
点
）
に
適
用
し
、
重

点
措
置
に
よ
る
制
限
を
強
化
し
て
い

る
。
本
日
、
新
た
に
近
畿
三
府
県
、

福
岡
な
ど
に
も
適
用
を
決
定
す
る
方

針
で
あ
る
。日
本
医
師
会
と
し
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
る

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

も
、
医
師
連
盟
の
活
動
は
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
は

七
月
に
参
議
院
議
員
選
挙
が
控
え
て

い
る
。
日
医
連
は
、
比
例
代
表
候
補

に
、
現
職
の
自
見
は
な
こ
先
生
を
組

日医連 執行委員会を開催

挨拶する中川委員長

　日本医師連盟は、1月25日に新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、テレビ
会議で執行委員会を開催した。「令和2年度収支決算報告」「令和4年度負担金基
準額」「参議院選挙（自見はなこ選挙）」について審議を行い、承認および決定した。

七
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
議
員
選

挙
で
全
国
比
例
区
へ
の
出
馬
を
表
明

し
て
い
る
自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員

（
日
本
医
師
連
盟
推
薦
）
は
、
一
月

十
四
日
に
全
国
医
師
国
民
健
康
保
険

組
合
連
合
会
（
以
下
、
全
医
連
）
と

政
策
協
定
を
結
び
、
五
項
目
（
別
掲
）

に
合
意
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
全
医

連
は
、
自
見
議
員
の
政
策
活
動
の
支

援
に
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
も
の

と
し
た
。
一
方
、
自
見
議
員
も
全
医

連
か
ら
の
要
望
に
応
え
活
動
し
て
い

く
こ
と
を
表
明
し
た
。

一、�国民皆保険制度を堅持するとともに、
国民間で医療・介護の享受に格差が
生じないよう、国民医療の更なる充
実・強化を図る。

一、�健康寿命を延伸し、社会保障の充実
により国民不安を解消するため、必
要な財源を確保することに務める。

一、�地域医療を支える医師国民健康保険
組合への、国庫補助は適正に行われ
るようにすること。

一、�保険者に対して、高齢者医療制度へ
の拠出を安易に求めないこと。その
ためにも、社会保障費への国庫負担
を増やすこと。

一、�国民皆保険制度を崩壊させかねない
超高額薬剤については、新たな財源
を確保するほか、一定額以上の医療
費に対しては、国庫補助を増額する
こと。

織
内
候
補
と
し
て
決
定
し
、
鋭
意
支

援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
の

活
動
期
間
は
お
よ
そ
五
カ
月
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
従
来
の
集
会
と
い

っ
た
活
動
が
で
き
な
い
の
で
、
今
後

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
名
簿
の
獲
得
や
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
含
め

て
会
員
等
の
関
心
を
高
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
都
道
府
県
、
郡
市
区
の
医
師
会

（
連
盟
）
組
織
と
連
携
し
、
会
員
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
徹
底
さ
せ
、
組
織

固
め
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

日
医
連
と
し
て
の
活
動
は
も
と
よ

り
、
都
道
府
県
医
師
連
盟
、
郡
市
区

医
師
連
盟
が
一
丸
と
な
っ
て
、
参
議

院
選
挙
に
向
け
て
自
見
先
生
の
支
援

活
動
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
く
よ
う
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
。先
ほ
ど
、

常
任
執
行
委
員
会
を
開
催
し

て
、
本
日
ご
提
案
申
し
上
げ
る

議
事
等
に
つ
い
て
の
ご
承
認
を

い
た
だ
い
た
。
ご
承
認
い
た
だ

き
た
い
議
事
は
、『
令
和
二
年

度
日
本
医
師
連
盟
収
支
決
算
報

告
に
つ
い
て
』『
令
和
四
年
度

日
本
医
師
連
盟
の
負
担
金
基
準

額
に
つ
い
て
』『
参
議
院
選
挙

に
つ
い
て
』
の
三
点
で
あ
る
。

ど
う
か
円
滑
な
議
事
運
営
の
た
め
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
る
」。

令
和
２
年
度
収
支
決
算
に

つ
い
て

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
中
川
委

員
長
が
議
長
と
な
り
、
ま
ず
、
令
和

二
年
度
日
医
連
収
支
決
算
に
つ
い
て

は
、
小
林
博
会
計
責
任
者
が
収
支
内

容
の
説
明
と
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の

際
、
令
和
二
年
度
に
お
い
て
も
過
年

度
負
担
金
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
関
係
者
の
協
力
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
嘉
数
研
二
会
計

監
督
者
よ
り
、
会
計
監
督
者
が
一
月

十
七
日
に
会
計
監
査
を
行
っ
た
結

果
、
収
支
は
適
正
妥
当
で
あ
り
帳
簿

記
載
も
的
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、

自
見
議
員
、

 

全
医
連
と
政
策
協
定
締
結

テレビ会議の模様

（
２
面
へ
）
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五
カ
月
し
か
な
い
の
で
、
全
国
の
医

師
会
（
連
盟
）
が
一
丸
と
な
っ
て
、

自
見
先
生
の
支
援
に
徹
し
て
い
た
だ

き
た
く
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
参
議
院
選

挙
の
選
挙
区
選
挙
に
つ
い
て
は
、「
各

都
道
府
県
医
師
連
盟
に
お
い
て
、
日

医
連
の
推
薦
を
必
要
と
す
る
候
補
者

が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
申
請
を
お
願
い

す
る
。
選
挙
区
候
補
者
の
擁
立
が
決

ま
っ
て
い
な
い
選
挙
区
も
あ
る
の

で
、
推
薦
申
請
の
締
切
日
は
設
け
て

い
な
い
が
、
決
ま

り
次
第
、
随
時
申

請
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、「
サ
ポ

ー
タ
ー
名
簿
の
獲

得
」、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

友
だ
ち
の
登
録
」

「
広
報
物
の
活
用
」

「
投
票
方
法
の
周

知
徹
底
」「
関
連

団
体
や
企
業
へ
の

推
薦
依
頼
」「
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
」

な
ど
、
参
議
院
選
挙
に
向
け
た
具
体

的
な
今
後
の
対
応
案
に
つ
い
て
説
明

が
さ
れ
、
執
行
委
員
等
と
の
意
見
交

換
の
あ
と
、
参
議
院
選
挙
対
応
案
は

了
承
さ
れ
た
。

日
医
連
常
任
執
行
委
員
会

当
日
、
執
行
委
員
会
に
先
立
ち
、

テ
レ
ビ
会
議
で
日
医
連
常
任
執
行
委

員
会
を
開
催
し
た
。
議
事
「
令
和
二

年
度
日
本
医
師
連
盟
収
支
決
算
報
告

に
つ
い
て
」「
令
和
四
年
度
日
本
医

師
連
盟
の
負
担
金
基
準
額
に
つ
い

て
」「
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
」
そ

れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
、承
認
さ
れ
た
。

承
認
さ
れ
た
議
事
は
、
そ
の
後
開
催

さ
れ
た
執
行
委
員
会
で
審
議
が
行
わ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

令和 2 年度 日本医師連盟収支決算報告書
Ⅰ．期間収支計算書（令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日）    　 　（単位：円）

収入 支出
科目 収入累計 科目 支出累計

負担金 965,218,000 経常経費（A） 79,134,773 
  （当年度分） (965,218,000) 　①. 人件費 68,020,718 
  （過年度分） (0) 　②. 光熱水費 550,664 
特別会費 0 　③. 備品消耗品費 4,540,515 
寄付金 0 　④. 事務所費 6,022,876 
その他収入 14,616 政治活動費（Ｂ） 604,613,741 
繰越金 915,909,549 　①. 組織活動費 55,771,366 

　　（イ．組織対策費） (9,490,916)
　　（ロ．交際費） (36,674,480)
　　（ハ．渉外費） (9,605,970)
　　（ニ．行事費） (0)
　②. 選挙関係費 500,000 
　③. 機関紙誌の発行その他の事業費 33,086,114 
　　（イ．機関紙誌の発行事業費） (32,976,114)
　　（ロ．宣伝事業費） (110,000)
　④. 調査研究費 154,261 
　⑤. 寄付交付金 515,102,000 
　　（イ．寄付金） (307,900,000)
　　（ロ．交付金） (207,202,000)
支出計（Ａ＋Ｂ） 683,748,514 
剰余金 1,197,393,651 

合計 1,881,142,165 合計 1,881,142,165 

（注）その他の収入は銀行預金利子等

Ⅱ．貸借対照表 （令和 3 年 3 月 31 日現在）
借    方 貸方

普通預金 785,824,108 剰余金 1,197,393,651 

当座預金 5,470,814 負担金未収入金 0 

定期預金 400,000,000

現金 6,098,729

負担金未収入金 0

合計 1,197,393,651 合計 1,197,393,651 

（注）負担金未収入金の総額 0 円（令和 3 年 3 月 31 日現在）執行委員会の風景

令
和
二
年
度
収
支
決
算
は
承
認
さ
れ

た
。

負
担
金
基
準
額
は
昨
年
度

と
同
額
に
決
定

次
に
、
令
和
四
年
度
の
負
担
金
基

準
額
に
つ
い
て
、
今
村
聡
副
委
員
長

が
「
昨
年
度
と
同
様
に
連
盟
会
員
一

人
あ
た
り
二
万
円
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、ご
承
認
を
お
願
い
し
た
い
」

と
提
案
し
た
。

審
議
の
結
果
、
令
和
四
年
度
負
担

金
基
準
額
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
、
決
定
し
た
。

参
議
院
選
挙
に
つ
い
て

続
い
て
、「
参
議
院
選
挙
に
つ
い

て
」
に
入
り
、
出
席
し
た
羽
生
田
た

か
し
、
自
見
両
参
議
院
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
し
た
。
ま
ず
、
羽
生
田
議

員
は
参
議
院
選
挙
に
関
連
し
、「
七

月
に
は
参
議
院
選
挙
が
あ
る
。
先
生

方
に
と
っ
て

は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

と
の
闘
い
の

な
か
で
大
変

お
忙
し
い
毎

日
だ
と
思
う

が
、ご
協
力
、

ご
支
援
賜
り

た
い
。
と
く

に
今
回
、
政

府
の
方
針
と

し
て
こ
ど
も

家
庭
庁
が
新

設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た

が
、
こ
れ
は

自
見
議
員
の

発
案
で
与
党

と
し
て
つ
く

る
と
こ
ろ
ま

で
行
き
着
い

た
。
庁
と
し

て
体
を
な
す

ま
で
、
自
見
議
員
に
は
し
っ
か
り
と

活
躍
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
た
。
次
に
自
見
議
員
は
、「
先
生

方
に
お
か
れ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
対
応

や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
三
回
目
、
こ

ど
も
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
課
題
が
あ

る
な
か
で
、参
議
院
選
挙
を
迎
え
る
。

日
常
の
業
務
と
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
の
連
盟
活

動
に
な
る
が
、
日
医
連
と
し
て
今
回

の
選
挙
に
勝
つ
こ
と
は
、
非
常
に
大

事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
選
挙

ま
で
お
よ
そ
五
カ
月
と
大
変
日
が
迫

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
全
身
全
霊
で

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
議
事
に
入
り
、
釜
萢
常
任
執

行
委
員
が
、「
七
月
予
定
の
参
議
院

選
挙
に
向
け
て
、
自
見
先
生
の
本
格

的
な
支
援
活
動
（
後
援
会
活
動
）
が

行
わ
れ
て
い
る
。
都
道
府
県
医
師
連

盟
、
郡
市
区
医
師
連
盟
の
皆
さ
ま
に

具
体
的
な
お
願
い
を
し
て
、
ご
協
力

を
賜
り
た
い
。
選
挙
の
日
程
に
つ
い

て
は
、
正
式
で
は
な
い
が
、
投
票
日

は
七
月
十
日
（
日
）
と
い
わ
れ
て
い

る
。
選
挙
が
始
ま
る
ま
で
、
お
よ
そ

参議院選挙について説明する 
釜萢常任執行委員

挨拶する自見参議院議員

挨拶する羽生田参議院議員

（
１
面
よ
り
）
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「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
温
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
者
数
増
加
が
著

し
く
、
通
常
医
療
も
含
む
医
療
提
供

体
制
の
維
持
、
自
宅
待
機
者
の
健
康

観
察
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
献
身
的

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方

に
最
大
限
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

組
織
代
表
と
し
て
国
会
に
議
席
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
の
重
み
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。政
府
に
対
し
て
も
、

医
療
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
施
策

が
と
ら
れ
る
よ
う
、
声
を
大
に
し
て

訴
え
て
参
り
ま
す
。

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
て

日
本
医
師
連
盟
か
ら
推
薦
決
定
を

い
た
だ
い
た
第
二
十
六
回
参
議
院
議

員
選
挙
が
、
い
よ
い
よ
本
年
七
月
に

迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
医
療
現
場
の
声
を
最
も
国
に

届
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
改
選
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
、
使
命
感
と
責
任
感
で
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
二
〇
一
六
年
に

国
会
に
送
っ
て
い
た
だ
い
て
以
来
、

先
生
方
の
応
援
を
い
た
だ
き
つ
つ
取

り
組
ん
で
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
分

野
で
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
成
果
が

表
れ
始
め
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

二
〇
一
八
年
の
議
員
立
法
以
来
、

成
育
基
本
法
の
課
題
で
あ
っ
た
行
政

組
織
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い

て
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
設
置
法
案

が
今
国
会
で
審
議
さ
れ
、
二
〇
二
三

年
度
の
設
置
が
目
指
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
〇
二
四
年
か
ら
の
医
師
の
時

間
外
労
働
規
制
適
用
開
始
を
前
に
、

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ド
ク
タ
ー
の
法
制

化
や
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
シ
ェ
ア
に
つ

い
て
定
め
た
医
療
法
等
の
改
正
が
昨

年
成
立
し
、
地
域
医
療
を
守
り
つ
つ

過
重
労
働
を
防
ぐ
た
め
、
働
き
方
改

革
施
行
に
向
け
た
問
題
点
洗
い
出
し

の
議
論
も
本
格
化
し
て
参
り
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
再

開
も
、
来
年
度
か
ら
実
現
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
９
価
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
化
や
、
男
性
へ
の
接
種
が

今
後
の
課
題
で
す
。
難
聴
対
策
も
、

新
生
児
期
・
小
児
期
の
難
聴
対
策
で

大
き
な
予
算
獲
得
が
実
現
し
、
認
知

症
対
策
と
も
リ
ン
ク
し
た
高
齢
者
の

難
聴
対
策
、
適
切
な
補
聴
器
へ
の
ア

ク
セ
ス
拡
大
な
ど
自
治
体
レ
ベ
ル
で

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
全
国
展
開

に
向
け
て
さ
ら
に
後
押
し
が
必
要
で

す
。
外
国
人
医
療
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
被
扶
養
者
に
国
内
居
住
要
件
を

盛
り
込
ん
だ
健
康
保
険
法
の
改
正

や
、
医
療
費
未
払
い
歴
が
あ
る
外
国

人
の
再
入
国
審
査
の
厳
格
化
が
実
現

し
て
適
正
化
が
進
ん
だ
ほ
か
、
訪
日

外
国
人
へ
の
多
言
語
対
応
等
の
予
算

が
大
幅
に
獲
得
で
き
、
コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
た
海
外
と
の
往
来
再
開
や
水

際
対
策
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
の
教
訓
を
活
か
し
た
今

後
の
新
興
感
染
症
対
策
も
、
医
療
政

策
上
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。

第
二
十
六
回
参
議
院
議
員
選
挙
に

向
け
て
は
、
自
民
党
か
ら
約
十
人
の

医
療
系
候
補
者
が
比
例
区
か
ら
立
候

補
予
定
で
あ
り
、
激
戦
が
予
想
さ
れ

ま
す
。日
本
維
新
の
会
の
躍
進
な
ど
、

自
民
党
の
獲
得
議
席
数
が
減
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
政
党
名

で
は
な
く
個
人
名
を
書
か
な
け
れ
ば

そ
の
候
補
者
の
得
票
に
な
ら
な
い
と

い
う
参
議
院
比
例
区
の
選
挙
制
度
の

周
知
も
必
要
で
す
。

引
き
続
き
先
生
方
の
お
声
を
国
に

届
け
る
役
割
を
担
い
、
目
下
の
課
題

で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
分
野

で
政
策
の
継
続
性
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
、
全
身
全
霊
で
臨
み

ま
す
。
日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
の

力
強
い
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
に
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
に

係
る
保
険
収
載
価
格
に
つ
い
て
質
問

二
月
三
日
の
参
議
院
議
院
運
営
委

員
会
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
の
検
査
の
診
療

報
酬
に
つ
い
て
山
際
大
志
郎
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
・
健
康
危
機
管
理
担
当
）
に
質
問

し
ま
し
た
。
検
査
の
価
格
の
見
直
し

は
、
通
常
は
診
療
報
酬
改
定
時
（
二

〇
二
二
年
四
月
一
日
）
に
行
わ
れ
る

と
こ
ろ
、
昨
年
十
二
月
三
十
一
日
に

臨
時
的
に
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。一
部
経
過
措
置
は
あ
る
も
の
の
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
千
八
百
点
（
委
託
）・

千
三
百
五
十
点
（
委
託
以
外
）
が
七

百
点
に
、
抗
原
検
出
検
査
六
百
点
が

三
百
点
（
定
性
）・
五
百
六
十
点
（
定

量
）
に
な
る
な
ど
、
現
場
へ
の
影
響

が
非
常
に
大
き
い
引
き
下
げ
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
が
数
千
円
す

る
ほ
か
、
人
件
費
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
や
消
毒

液
な
ど
の
感
染
対
策
に
要
す
る
費
用

も
あ
り
七
百
点
や
六
百
点
で
は
と
て

も
や
っ
て
い
け
な
い
状
態
で
す
。

国
の
方
針
と
し
て
検
査
の
価
格
を

下
げ
て
拡
充
を
は
か
る
の
で
あ
れ

ば
、
診
療
報
酬
よ
り
も
先
に
検
査
キ

ッ
ト
の
価
格
を
下
げ
な
け
れ
ば
、
医

療
機
関
で
は
検
査
を
や
り
た
く
て
も

で
き
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
現
場
が
非
常
に
困
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
山
際
大
臣
に
伝

え
、
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。
山
際
大

臣
か
ら
は
、
現
場
で
起
き
て
い
る
こ

と
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
後
藤
茂
之

厚
生
労
働
大
臣
に
伝
え
る
旨
の
ご
答

弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
経
済
活
動
を
回
し
て
い
く
こ

と
は
、
感
染
を
収
め
ら
れ
る
か
に
懸

か
っ
て
い
る
た
め
、
後
藤
大
臣
に
伝

え
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
し
っ
か
り
と

最
後
ま
で
ご
調
整
い
た
だ
く
よ
う
強

く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
質
問

議
院
運
営
委
員
会
で
は
、
小
児
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。
三
月
か
ら
、
五
～
十
一

歳
の
小
児
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
機
関
で
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
の
感
染
や
家

庭
内
感
染
を
抑
え
る
た
め
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
す
が
、
接
種
推
進
の
た
め

に
は
単
価
設
定
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
、
山

際
大
臣
に
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
単
価
は
、
基
本
の
二

千
七
十
円
に
加
え
て
、
菅
義
偉
政
権

以
来
続
く
支
援
策
と
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支

援
交
付
金
に
よ
る
多
数
回
接
種
を
行

う
医
療
機
関
へ
の
上
乗
せ
が
あ
り
ま

1月22日　三重県医師連盟総決起大会

2月8日　日本防災士会による野田聖
子内閣府特命担当大臣表敬訪問。
防災分野での女性活躍を報告

2月7日　東京産婦人科医会、東京都
の地方議会議員と産後健診・産後
ケアに関する勉強会を開催

1月22日　愛知県で開催された東海青年
医会で講演

1月18日　自民党女性局政策ミーティングで
HPVワクチンをテーマに三原じゅん子参
議院議員を講師にお迎えして

神田医師会（東京都）を訪問
し、会員の先生方とオンラ
インで懇談

参議院比例区の投票方法について、ご周知方お願い申し上げます

2月3日　参議院議院運営委員会で山際大志郎内閣府特命担
当大臣に質問

（
４
面
へ
）
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羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

羽
生
田 

た
か
し 
活
動
報
告

参
議
院
議
員
／
自
民
党
厚
生
労
働
部
会
長
代
理

羽
生
田 

た
か
し 

活
動
報
告

平
素
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応

を
は
じ
め
す
べ
て
の
疾
患
に
対
応

し
、
地
域
医
療
を
お
支
え
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
と
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
寄
稿
の
ご
配
慮

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
中
川
俊
男

日
本
医
師
連
盟
委
員
長
を
は
じ
め
関

係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
通
常
の
診
療
の
う
え
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
、
発
熱
外
来
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
ご
負
担
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
高
齢
化
を
主
軸
に
据
え

た
日
本
の
医
療
提
供
体
制
で
は
、
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
感
染
症
へ
の
対

応
に
厳
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

先
日
も
後
藤
茂
之
厚
生
労
働
大
臣

が
要
請
を
し
た
発
熱
外
来
拡
充
に
関

し
て
、
一
部
地
域
で
は
対
応
機
関
名

の
公
表
が
進
ま
な
い
な
ど
の
問
題
が

あ
り
、
公
表
せ
ず
と
も
対
応
を
し
て

い
る
医
療
機
関
は
発
熱
外
来
と
し
て

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な

く
、
補
助
金
も
な
い
な
か
で
懸
命
に

診
療
し
ご
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
る

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

医
療
機
関
名
を
公
表
す
れ
ば
他
地
区

か
ら
の
患
者
が
許
容
範
囲
を
超
し
、

か
か
り
つ
け
の
患
者
す
ら
診
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
状
態

で
、
現
実
の
医
療
現
場
に
そ
ぐ
わ
な

い
、
行
政
の
考
え
る
コ
ロ
ナ
対
応
に

は
疑
問
を
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
濃
厚
接
触
者
の
定
義
や
そ

れ
に
付
随
し
待
機
期
間
等
の
政
府
の

方
針
が
揺
れ
る
こ
と
で
現
場
が
混
乱

し
て
い
る
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま

す
。「
待
機
期
間
十
日
」
へ
短
縮
と

な
り
、
通
知
を
関
係
機
関
に
周
知
し

て
い
る
最
中
に
「
待
機
期
間
七
日
」

と
い
う
新
た
な
通
知
が
届
く
と
い
っ

た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
適
宜
実
情

に
合
わ
せ
た
対
応
は
必
要
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
現
場
は
振
り
回
さ
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
り
、

そ
の
現
場
が
地
域
医
療
を
支
え
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
た
う
え
に
政
策
を

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」

に
つ
い
て
も
国
で
の
議
論
と
地
域
の

医
療
実
情
と
が
違
っ
て
く
る
こ
と
が

容
易
に
想
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

医
療
は
地
域
に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
一
度
壊
れ
て
し
ま

う
と
再
構
築
は
容
易
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
で
何
度
も
経
験
し

て
い
る
は
ず
で
す
。
私
も
国
政
に
関

わ
る
一
員
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
現
場
の
生
の
お
声
を
届
け
切
れ
て

い
な
い
反
省
も
踏
ま
え
、
地
域
の
医

療
実
情
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え

で
、
皆
さ
ま
の
お
声
と
し
て
国
政
に

届
け
る
使
命
と
責
任
を
果
た
し
て
参

り
ま
す
。

「カトレア会（医療系議員の会）」と
して岸田文雄内閣総理大臣に申し
入れ

北海道医師会「理事会」にて挨拶・松
家治道北海道医師会長と意見交換

山梨県医師会「理事会」にて挨拶・今
井立史山梨県医師会長と意見交換

「有床診療所の活性化を目指す議員連
盟総会」にて司会を務めました

自民党参議院「政策審議会勉強会」
にてヒアリング（日本医師連盟・
四病院団体協議会）

自民党社会保障制度調査会医療委員
会「医師の働き方改革の施行に関
するPT」にて

自民党「厚生労働部会」として視察（国
立国際医療研究センター）

福田達夫自民党総務会長と意見交換

自民党「厚生労働部会」として視察（国
立感染症研究所）

「ドクターヘリ推進議員連盟」として
後藤茂之厚生労働大臣に要望

す
（
週
百
回
以
上
の
接
種
を
四
週
間

以
上
行
え
ば
＋
二
千
円
／
回
、
週
百

五
十
回
以
上
の
接
種
を
四
週
間
以
上

行
え
ば
＋
三
千
円
／
回
、
一
日
五
十

回
以
上
接
種
す
れ
ば
＋
十
万
円
／
日

な
ど
）。
し
か
し
な
が
ら
、
小
児
と

大
人
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
児

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
泣
く
、
暴

れ
る
、
押
さ
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

な
ど
処
置
に
時
間
と
手
間
が
か
か
る

ほ
か
、
説
明
に
も
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
小
児
は
保
護
者
や
家
族

が
同
伴
す
る
こ
と
か
ら
待
合
室
等
の

人
数
も
大
人
の
倍
以
上
に
な
る
た

め
、
密
を
避
け
る
工
夫
が
よ
り
い
っ

そ
う
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
特

性
に
鑑
み
、
小
児
に
つ
い
て
は
上
乗

せ
の
要
件
と
な
る
人
数
を
現
在
の

１
／
２
に
す
る
こ
と
が
適
切
で
は
な

い
か
と
訴
え
、
山
際
大
臣
の
見
解
を

伺
い
ま
し
た
。
山
際
大
臣
か
ら
は
、

現
場
が
相
当
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
、
ど
う
報
い

て
い
く
か
、
後
藤
大
臣
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
く
旨
の
ご
答
弁
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

成
育
基
本
法
推
進
議
員
連
盟
第
15
回

総
会
開
催
・
政
府
に
要
望
書
提
出

二
月
十
六
日
、
成
育
基
本
法
推
進

議
員
連
盟
第
十
五
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
冒
頭
、
昨
年
の
衆
議
院
解

散
に
伴
い
勇
退
さ
れ
た
河
村
建
夫
先

生
か
ら
尾
辻
秀
久
元
厚
労
大
臣
へ
の

議
員
連
盟
会
長
交
代
が
承
認
さ
れ
、

尾
辻
会
長
の
も
と
で
の
新
た
な
ス
タ

ー
ト
が
決
ま
り
ま
し
た
。

続
く
議
事
で
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施

策
の
実
施
状
況
の
説
明
と
し
て
、
産

後
ケ
ア
や
新
生
児
聴
覚
検
査
、
視
覚

屈
折
検
査
、
学
校
健
診
で
の
脊
柱
側

弯
症
検
査
な
ど
の
体
制
整
備
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、日
本
小
児
科
医
会
よ
り
、

小
児
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

際
し
て
成
人
と
は
異
な
る
対
応
が
必

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
現
場
か
ら
の

お
声
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
連
総
会
終
了
後
、
堀
内
詔
子
ワ

ク
チ
ン
接
種
推
進
担
当
大
臣
、
島
村

大
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
へ
の
要
望

書
提
出
も
行
い
、
必
要
な
支
援
を
求

め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
月
二
十
一
日
付
厚

生
労
働
省
健
康
局
健
康
課
予
防
接
種

室
か
ら
自
治
体
宛
の
事
務
連
絡
「
５

歳
以
上
11
歳
以
下
の
者
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
接
種

2月4日　日本精神科病院
協会山崎學会長と対談

2月3日　難聴対策推進議員連
盟事務局長として神尾記念病
院（東京都）視察

体
制
の
準
備
に
つ
い
て
（
そ
の
４
）」

が
発
出
さ
れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
」
の
対
象
経
費
と
し
て
、
自
治
体

が
行
う
保
護
者
等
か
ら
の
事
前
相
談

等
へ
の
対
応
や
、
医
療
機
関
が
行
う

保
護
者
へ
の
説
明
や
年
齢
に
応
じ
た

わ
か
り
や
す
い
説
明
、
接
種
介
助
、

母
子
手
帳
へ
の
記
入
、
同
行
し
た
こ

ど
も
の
世
話
等
に
要
す
る
か
か
り
増

し
経
費
が
明
示
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
小
児
へ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
に
当
た
り
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業
」
の
活
用
を
自

治
体
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
場
の
実
情
が
施
策
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
、厚
生
労
働
省
に
も
働
き
か
け
を
行

い
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

島村大厚生労働大臣政務官への要望
申入れ

（
３
面
よ
り
）


